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令和元年度版・地域福祉計画推進事業要覧について 

 

本要覧は、「第３次船橋市地域福祉計画」で掲げている１５６の公助項目を具

現化するための３２９の個別事業（再掲・新規事業含む）について、平成３０

年度の実績と自己評価、令和元年度の事業予定を、全課（室）を対象とした調

査により明らかにしたもので、地域福祉計画の「公助」に関する実施計画に相

当する内容となっています。 

 

本要覧の見方 

大項目： 

中
項
目
・・   

  

（   
 

） 

（
評
価
の
視
点
・・   

 

） 

小
項
目
・
・ 

① 事業名 課（室）名 

①（事業概要） 

  

② 

H29 

実績 

  

  （決算額：  -  円） 

② 

H30 

実績 

  

  （決算額：  -  円） 

③事業の評価 （   ）   

  

④ 

R1 

予定 

  

  （予算額：  -  円） 

⑤R2 以降の当該事業の方向性   

⑥ 

コメント 

 

※ 大項目は「第３次船橋市地域福祉計画」計画書各論部の大見出しを、中項目は計画

書各論部の小見出しを、小項目は計画書各論部の「公助項目」を指しており、中項

目には「第３次船橋市地域福祉計画」計画書のページ数を付しています。 

 

①  事業名、事業概要 

  事業名と事業概要を掲載しています。また、事業名の後ろに（再掲）と付

してある事業は、一つの事業が二つ以上の公助項目にあてはまるもので、他

に掲載しているページを載せています。事業の評価については、それぞれの

中項目の評価の視点による評価を掲載しています。 
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②  Ｈ２９・Ｈ３０実績 

  平成２９・３０年度に行った事業内容をなるべく客観的な実績（データ）

に基づいて掲載しています。 

 ※新規事業については掲載していません。 

 

③  事業の評価 

  平成３０年度事業実績について、所管課に評価（自己評価）をお願いして

います。各事業は所管課としての事業目的があるわけですが、評価にあたっ

ては、あくまで地域福祉計画を推進する視点から評価をしてもらうため、事

務局で評価の視点を設定し、下記の基準で事業の所管課が評価をしています。

下には評価の理由が記載されています。 

※新規事業については掲載していません。 

 

 

＝評価基準＝ 

  完了：中項目を達成したため、事業を完了した。 

   Ａ ：中項目を順調に達成している、あるいは達成しつつあるため、このま

ま事業を継続する。 

   Ｂ :中項目を達成するためには、当該事業の改善・工夫が必要である。 

   Ｃ ：中項目を達成するためには、当該事業の根本的な見直しが必要である。 

   ―：評価なし（新規事業・その他） 

  廃止：制度の変更、見直し等により廃止した。 

 

 

 ＝平成３０年度実施事業 評価の内訳＝ 

   上段は事業数、下段は割合 

 Ａ Ｂ Ｃ 評価なし･新規・ 

廃止・完了 

計 

第 4章事業数 

(公助項目 40) 

116 

(84.7) 

16 

(11.7) 

0 

(0.0) 

5 

(3.6) 

137 

(41.6) 

第 5章事業数 

(公助項目 46) 

66 

(86.8) 

8 

(10.5) 

0 

(0.0) 

2 

(2.6) 

76 

(23.1) 

第 6章事業数 

(公助項目 70) 

92 

(79.3) 

20 

(17.2) 

0 

(0.0) 

4 

(3.4) 

116 

(35.3) 

事業数計 

(公助項目 156) 

274 

(83.3) 

44 

(13.4) 

0 

(0.0) 

11 

(3.3) 

329 

(100) 

※集計の構成比については、端数処理の関係上、合計と内訳が一致しない場合があります 
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  平成１７年度当初に計画の推進を図るため、庁内各課が実施した事業は２６

９事業でした。事業の完了、廃止、計画の見直しなどにより、今年度は３２９

事業が評価の対象となっています。 

  「中項目を順調に達成している、あるいは達成しつつあるため、このまま

事業を継続する」という「Ａ」評価は、全体の８３．３％となる２７４事業

となっています。 

  「Ｂ」評価と「Ｃ」評価を合わせた事業数は４４事業（１３.４％）となり

ました。事業の修正・工夫や根本的な見直しが必要であると評価されており、

具体的な見直し点等につきましては、「Ｒ１予定」の欄に記載しています。 

 

④  Ｒ１予定 

  令和元年度に予定している具体的な事項、もしくは今後の方針について掲

載しています。 

 

⑤  Ｒ２以降の当該事業の方向性 

   ・同様の取組みを進める 

   ・ニーズや重要性の高まりから拡大・重点化の方向 

   ・ニーズや重要性の低下等から縮小化又は廃止の方向 

   ・法律改正、制度変更等の予定によるため、方向性は未定 

  最も近い項目を選択してもらいました。 

 

⑥  コメント 

各課より寄せられたものです。 

 

 

新規事業 

 ○移動販売支援事業         商工振興課 

Ｐ２１４ 

 ○船橋市ふれあい収集事業      資源循環課 

Ｐ２１４ 

 ○船橋市高齢者まちかど案内所事業  地域包括ケア推進課 

Ｐ２２０ 
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